
清白寺（山梨市）
　せいはくじ

　　　ここが鎌倉時代末期に夢窓疎石（むそうそせき）が開いたとされる臨済宗の仏教寺院である清白寺



　　　　　まざまな石造物がある







　　清白寺総門







　三門（鐘楼門）



　　振り返って見る/総門、三門（鐘楼門）、仏殿、本堂が一直線上に並ぶという、禅宗寺院の様式に則った伽藍配置となっている



　　　　　　　これが室町時代中期（1415年）に建てられた禅宗様の仏殿/国宝



正面裳階部の柱間五間の典型的な禅宗様仏堂/禅宗様建築として最小の規模のものではあるものの、禅宗様の特徴がコンパクト
にまとまっているという



　　　　　　裳階（もこし）と呼ばれる庇が巡らされている



　禅宗様独特の屋根の反りが見られる



下屋庇部分は　出三斗、疎（まばら）垂木





　　　入母屋造の檜皮葺きの屋根



正面の菱格子に飾りをつけた禅宗様の花狭間の桟唐戸（さんからど）と花頭窓（かとうまど）/花頭窓裾が広ってはおらず左右が垂直
に降りている古式に見られる特徴が見てとれる



　　　　　　扉吊元の藁座（わらざ）も禅宗様独特の形式



　　　頭貫の先端は、上端が水平で渦を描いた禅宗様特有のもの



　　　　　扉や窓の上部には、これまた禅宗様建築に良く見られる弓欄間（ゆみらんま）が巡らされている





柱の上端を絞り込んだ粽（ちまき）も禅宗様の一つの特徴である



　　　縦羽目の板張りの外周も禅宗様の特徴の一つという



　　　　　　外側に広がるように並ぶ扇垂木（おうぎだるき）や、軒下に隙間無く組物が並ぶ詰組（つめぐみ）などに禅宗様の特徴を見ることができる



　　　　上屋の軒下は出組の詰組



　　　妻面の蕪懸魚（かぶらげぎょ）



　　　仏壇前の身舎柱を全て省略して少し広くとられた堂内



　　　　　　天井に何か書いてある



　　　　　　巨大な墨画の雲竜が描かれた珍しい鏡天井





内部架構の様子





　　　　　　　柱上部の粽の様子



　　　柱が礎盤の上に立っていることや漆喰で固めた土間も禅宗様の特徴とされる



　説明板がある



　　　大きな寺院には様々な金堂，講堂，塔，食堂等，「伽藍（がらん）」と呼ばれる建物が配置されているが、その中でも本尊仏を祀る建物は，金堂と呼ばれ，
　　　伽藍の中心的存在である。この金堂は中世以後「本堂」と呼ばれるようになるが，さらに禅宗寺院では特に「仏殿」と呼ばれることがあるという。

　この金堂は中世以後「本堂」と呼ばれるようになるが，さらに禅宗寺院では特に「仏殿」と呼ばれることがある。





　　　　　重要文化財に指定されている清白寺庫裏（くり）



　　　　元禄2年～6年（1689年～1693年）頃の再建という



　　　　　茅葺の巨大な切妻屋根







　　庫裏の妻面のデザインが素晴らしい/左手は清白寺本堂



　　　本堂（山梨市指定文化財）と玄関の唐破風/元禄6年～正徳3年（1693年～1713年）頃の建立という



　　方丈型本堂と呼ばれる形式の本堂



　　　　　　本堂から庫裏を見る
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